ワシントン・ナショナル・ギャラリー展
アメリカ合衆国が誇る印象派コレクションから
三菱一号館美術館（東京・丸の内）　　2015.02.07〜05.24
　ワシントン・ナショナル・ギャラリー（NGA）は、銀行家「アンドリュー・メロン」によるコレクションの寄贈などによって誕生した、12世紀から現代までの西洋美術ばかりを集めた「国立美術館」で収集の量と質は指折りである。
今回の展覧会では、特に人気の高い「フランス印象派」と「ポスト印象派」のコレクションの展示であり、本邦初公開「38点」を含めて「ルノア－ル」「マネ」「モネ」「ドガ」「セザンヌ」「ゴッホ」など、大改修中の今しかお目にかかれない豪華なラインアップが一堂に会する珠玉の名作を鑑賞することができる。
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オーギュスト・ルノア－ル　《猫を抱く女性》
（1875年頃　油彩・カンヴァス）
National Gallery of Art,Washington
Gift of Mr. and Mrs Benjamin E.Levy
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＜　注目される作品　＞
ゴーギャン　《カリエールに捧げる自画像》
セザンヌ　　《牛乳入れと果物のある静物》
ルノアール　《アンリオ夫人》
ドガ　　　　《舞台裏の踊り子》
モネ　　　　《アルジャントゥイユ》
ボナール　　《革命記念日のパリ、パルマ街》
（写真：1890年　油彩・カンヴァス）などである。
特に、ボナ－ルは、仲間の間では「日本的ナビ」と渾名されたぐらい日本の芸術に強く惹かれ、縦長の画面に人物の構成や余白の取り方に、日本の版画の影響が示されている。
